
８
月
４
、
５
日
、
小
泉
純
一
郎
首
相

が
幕
末
の
志
士
、
吉
田
松
陰
と
高
杉
晋

作
ゆ
か
り
の
地
を
は
じ
め
、
山
口
県
内

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
視
察
さ
れ
、
４
日

夜
、
宿
泊
先
と
な
っ
た
湯
本
温
泉
を
訪
れ
ま
し
た
。

翌
５
日
朝
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
玄
関
前
に
は
、
松
林
市
長
を

は
じ
め
市
四
役
と
南
野
市
議
会
議
長
が
見
送
り
に
訪
れ
た
ほ

か
、
小
泉
首
相
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
約
100
人
の
市
民
が
集
ま
り
、

小
泉
首
相
の
姿
が
見
え
る
と
「
小
泉
さ
〜
ん
」「
総
理
っ
〜
」

な
ど
の
歓
声
が
上
が
り
、
小
泉
首
相
は
、
手
を
振
り
な
が
ら
笑

顔
で
応
え
、
そ
ば
に
寄
り
握
手
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

湯
本
温
泉
を
満
喫

小
泉
首
相
来
訪

８
月
１
日
、
浅
田
小
学
校
で
周
南
市

八
代
小
学
校
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、

ゲ
ー
ム
や
ち
く
わ
づ
く
り
体
験
、
松
島

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
海
水
浴
、
湯
免
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
交
流
は
、
平
成
３
年
に
浅
田
小
か
ら
ナ
ベ
ヅ
ル
の
飛
来

地
と
し
て
知
ら
れ
る
八
代
小
へ
ツ
ル
の
エ
サ
と
し
て
学
校
で
栽

培
し
た
米
を
贈
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
翌
平
成
４
年
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で
、
毎
年
互
い
の
学
校
を
訪
問
し
合
い
交
流
を
深
め

て
い
る
と
の
こ
と
。
来
年
２
月
に
は
、
浅
田
小
の
児
童
が
八
代

小
を
訪
問
し
ツ
ル
の
保
護
活
動
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

浅
田
小
と
八
代
小
が
交
流
会

ツ
ル
が
縁
で
交
流

８
月
１
日
、
油
谷
河
原
浦
の
油
谷
中

央
区
汚
水
処
理
施
設
で
油
谷
中
央
区
農

業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

関
係
者
な
ど
約
20
人
が
出
席
し
た
式
典
で
は
、
松
林
市
長
と

南
野
市
議
会
議
長
が
稼
働
ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
汚
水

処
理
施
設
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。

油
谷
中
央
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
平
成
14
年
度
か
ら
行

わ
れ
、
今
回
は
河
原
地
区
全
域
と
新
別
名
地
区
の
一
部
約
310
戸

が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年
度
ま
で
に
は
油
谷
中
央
区

全
域
が
供
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

農
業
集
落
排
水
施
設
供
用
開
始

油
谷
地
区
待
望
の
下
水
道

８
月
６
日
、
日
置
千
畳
敷
で
「
汗
汗
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
６
in
千
畳
敷
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
タ
は
、
千
畳
敷
を
舞
台
に
行
わ
れ
る
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
３
時
間
耐
久
レ
ー
ス
で
、
使
用

さ
れ
る
コ
ー
ス
は
１
周
約
4.3
km
、
高
低
差
約
94
ｍ
と
い
う
非
常
に
ハ
ー
ド
な

も
の
。
こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
520
人
の
ラ
イ
ダ
ー
が
参
加
し
、
自
慢
の

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
こ
の
過
酷
な
レ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
大
会
で
は
プ
ロ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
選
手
と
し
て
活
躍
中
の
白
石
慎
吾
さ
ん

（
シ
マ
ノ
ド
リ
ン
キ
ン
グ
）
と
深
井
薫
さ
ん
（
Ｂ
Ｍ
Ｃ
Ｆ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
）
が
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
レ
ー
ス
に
参
加
。
会
場
に
は
多
く
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
詰
め
か
け
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

汗
汗
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
in
千
畳
敷

過
酷
な
レ
ー
ス
に
挑
戦

２
５
０
本
の
笹
飾
り
が
通
り
を
彩
る

み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り

８
回
目
を
迎
え
た
「
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
」
が

８
月
５
、
６
日
の
両
日
、
仙
崎
み
す
ゞ
通
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
約
１
km
の
通
り
は
約
250
本
の
笹
飾
り

と
提
灯
で
彩
ら
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
や
仙
崎
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
、
き
き
蒲
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
み
す
ゞ
音
頭
仮
装

de
総
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
市
内
の
企
業
や
団
体
に
よ
る
６
チ
ー
ム
が

参
加
。
思
い
思
い
の
衣
装
で
踊
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
読
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
う
「
み

す
ゞ
よ
む
Ｈ
Ｏ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
で
は
、
参
加
者
が
仙
崎
み
す
ゞ
通
り

各
所
で
詩
を
朗
読
す
る
な
ど
、
仙
崎
の
街
の
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。


